
第３５回新型コロナウイルス感染症対策本部会議要旨（速報） 

○実施日時／令和３年４月１４日 １０時００分～１０時３０分 

○発言要旨 

議事 発言 

次第１「本市の医

療体制について」 

※ 資料に基づき、岡部所長から説明を行った。 

【岡部所長】 

・今週（第 14週）の新規陽性者数その他発生者に関する指標については、これ

までの微増傾向から増加幅が大きくなってきている。 

・国の状況その他について、本日も厚労省アドバイザリーボード会議がある。 

・蔓延防止はなるべく早く地域で短期間に対応するという意味がある。 

・変異株については、イギリス株、アフリカ株・ブラジル株、フィリピン株、と

もう一つ N484K 単独変異株というのもある。世界ではイギリス株が多くなって

いる。現在の関西方面の増加は英国の変異株によることが大きいとも考えられ

ている。 

・関東ではまだ英国株由来は少ないがクラスター発生もある。関西方面で目下の

ところ致命率が高いわけではないが、40 代 50 代に人工呼吸器をつける件数が増

えていると臨床サイドは言っている。若者は大丈夫ということが後遺症も含め

て従来の概念と変わってくる可能性があるので注意が必要。 

・変異株でも管理・治療方法は同じ。一般の方への注意内容も基本は同じ。入院

時も、個室収容などであったが、従来株と同じ取り扱いで良いとの通知が国から

再度出ている。 

【本部長】 

・若年層が増えているというのは市内病院でも入院者等へ影響があるか。 

【病院事業管理者】 

・川崎病院、井田病院ではそれほど増えているところではないが、そのような傾

向があることを踏まえて対応していく。 

次第２「ワクチン

の接種について」 

※ 資料に基づき、健康福祉局から説明を行った。 

【本部長】 

・何か質問等あれば。 

・岡部所長から補足等あれば。 

【岡部所長】 

・国では現在はファイザーのワクチンが使われており、その他のワクチンは現

在、承認申請段階であり議論中であることを前提とするが、アストラゼネカ製ワ

クチンでは極めて稀であるが血栓症が見られていると欧州や米国で報告があっ

た。昨日の WHO の会議の中でも、因果関係は解明されていないが、発生頻度から

は直ちに危険性があるというわけではなく、新型コロナ発症のリスクの方が高

いが、十分注目して調査をするという段階にあり、国としても冷静な対応が必要

でデータ収集中の状況にある。 



次第３「低所得の

子育て世帯への生

活支援給付金の支

給について」 

※ 資料に基づき、事務局から説明を行った。 

【本部長】 

・何か質問等あれば。 

・各区へも問い合わせがいくと思うので、連携して情報共有してほしい。 

【こども未来局】 

・概要については各区へ情報提供しているが、今後も随時情報提供する。 

その他 【経済労働局長】 

※ 資料に基づき、「川崎じもと応援券（第 2弾）」について説明を行った。 

以上 


